
リボソーム遺伝子がうつ病に関わることを発見  
－うつ病の早期発見や診断に役立つマーカーである可能性－ 
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国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター（NCNP、東京都小平市） 
理事長：水澤英洋らの研究グループは、うつ病やストレス脆弱性にリボソー 
ム遺伝子である RPL17と RPL34が関与し、血液中の遺伝子発現量が診断 
マーカーとなることを明らかにしました。 
 

 うつ病はありふれた病気ですが、その原因は明らかになっておらず、診断 
や早期発見に役立つ客観的な指標も存在しません。現在のところ、うつ病は 
遺伝的な要因を含め、もともとストレスの影響を受けやすい（＝ストレス 
脆弱性を持つ）人が、過剰なストレスにさらされることで発症に至る病気で 
ある、という考え方が広く受け入れられています。そういった遺伝子と環境 
の相互作用の全体像は遺伝子発現のプロフィールにスナップショットとし 
て現れるため、遺伝子発現を網羅的に調べることで、うつ病の原因をより良 
く理解し、診断の手掛かりになる指標が得られる可能性があります。ただ、 
うつ病を対象とした網羅的遺伝子発現研究はこれまでにいくつか報告され 
ているものの、その結果は再現性が乏しく、共通の見解が得られていません。 
 本研究グループは、まず一般成人を対象に、ストレス脆弱性に関連して変 
化する血液中の遺伝子発現のプロフィールを網羅的に調べ、得られた主要な 
結果をうつ病患者さんにおいても検討することにより、リボソーム遺伝子の 
RPL17および RPL34がストレス脆弱性とうつ病の両方に重要な役割を果たし 
ていることを明らかにしました。 
 今回の研究は、うつ病患者さんに加え、うつ病を発症していない一般成人 
のストレス脆弱性を対象として、その両方に関与する遺伝子を見出した点で、 
うつ病の診断および早期発見に貢献するものと考えられます。 
 

   （中略） 
 

■研究の意義・今後の展望 
 本研究の特色は、多面的な心理特性のプロフィールを調べることによって 
ストレス脆弱性を有する一群を見つけ出し、うつ病患者さんと併せて検討す 
ることで、健康な状態からうつ病へと至るプロセスを連続的に捉えている点 
にあります。リボソーム遺伝子がストレス脆弱性およびうつ病に共通に関与 
することを示した本研究結果に基づいて、うつ病の早期発見や診断に役立つ 



手法の創出へとつながり、また、新たな治療法開発のてがかりとなることが 
期待されます。リボソーム遺伝子発現は、少量の血液から比較的簡便に調べ 
ることができるため、実用化の点でも有利です。今後は、本知見の実用化を 
進めるとともに、リボソーム遺伝子の発現が治療の進展とともにどのように 
変化するのか、また、これらの遺伝子がどのようなメカニズムでうつ病の発 
症や慢性化に関与するのか、などについても検討を続ける予定です。 
 

■用語解説 
リボソーム遺伝子：リボソームは、すべての細胞に存在する直径 15～30nm 
の小顆粒であり、タンパク質合成の場となる。リボソーム遺伝子は、リボソ 
ームをコードする遺伝子。 
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